
市長メッセージ

川崎市は、昭和５７年に他の都道府県・政令指定都市に先駆けて、非核三原

則の完全実施、核兵器の廃絶及び軍縮を世界に求める「核兵器廃絶平和都市宣

言」をいたしました。そして、この宣言を市民生活の中で生かし、具体化させ

るために、さまざまな平和事業に取り組むとともに、核兵器廃絶と世界の恒久

平和を願う自治体として、核実験に対して、その都度、厳重な抗議を行い、一

切の核実験の中止を求めてまいりました。また、昨年６月には「ヒバクシャ国

際署名」に署名し、平和施策の一層の推進に取り組んでおります。

核兵器をめぐっては、核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議などで議論がなさ

れているところですが、本市も加盟する平和首長会議総会において、「核兵器禁

止条約の早期発効を求める特別決議」などが行われるなど、核兵器廃絶に向け

た不断の努力が積み重ねられています。

一方、昨今の国際情勢をみますと、世界各地でテロや地域紛争が続いており、

人々の生命や人権を踏みにじる脅威はかつてなく高まっています。

戦後７４年を迎え、戦争や核兵器の体験を持つ人は年々少なくなり、人々の

記憶から戦争が消えつつあることも否めません。こうした今こそ、沖縄やアジ

ア・太平洋地域の戦跡を訪ねるなどして、歴史を正しく学ぶことが求められて

います。そして、悲惨な戦争や被爆の歴史を子どもたちに語り継ぎ、平和を守

る決意と積極的な行動の大切さを伝えていかなければなりません。

川崎市は、今後とも、国内外の自治体と連携し、「核兵器のない世界」への流

れを全力で支援しながら、積極的に平和事業を推進してまいります。
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